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こ
の
狛
犬
一
対
は
、
も
と
は
本
殿
前
に
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
社
殿
の

改
修
工
事
の
伴
い
、
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
に
本
殿
南
側
の
境
内
末

社
（
現
若
宮
八
幡
神
社
・
白
幡
宮
・
御
嶽
榛
名
神
社
合
殿
）
前
に
移
さ
れ

た
。
材
質
は
安
山
岩
で
、
社
殿
に
向
か
っ
て
右
に
阿
形
（
あ
ぎ
ょ
う
）
像
、

左
に
吽
形
（
う
ん
ぎ
ょ
う
）
像
が
対
向
式
に
配
置
し
て
い
る
。

　

阿
形
像
は
高
さ
五
三
・
〇
㎝
、
幅
二
一
・
五
㎝
で
あ
り
、
吽
形
像
は
高

さ
五
二
・
〇
㎝
、
幅
二
二
・
七
㎝
。
両
像
と
も
顔
の
表
情
の
ほ
か
は
ほ
ぼ

同
じ
寸
法
で
造
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
わ
ず
か
に
吽
形
像
の
顔
と
体
軀
の

幅
が
大
き
め
で
あ
る
。
両
像
の
台
座
は
、
高
さ
四
・
〇
㎝
、
幅
二
二
・
〇
㎝
、

奥
行
四
〇
・
五
㎝
と
同
じ
寸
法
で
造
ら
れ
、
台
石
上
段
に
彫
ら
れ
た
溝
に

は
め
込
ま
れ
て
い
る
。

　

台
石
は
三
段
か
ら
な
り
、
阿
・
吽
両
像
と
も
、
上
段
正
面
に
「
奉
獻
」
、

裏
面
に
「
明
和
八
辛
卯
年　

冬
十
一
月
吉
日　

願
主
岩
崎
所
左
衛
門
」
と

の
銘
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
奉
納
さ
れ
た
年
（
一
七
七
一
）
と
願
主
の
名
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

阿
・
吽
両
像
と
も
、
前
肢
を
突
っ
張
る
よ
う
に
立
て
、
体
軀
を
後
ろ
に

引
い
た
緊
張
感
の
あ
る
姿
勢
を
し
て
お
り
、
や
や
豊
か
な
体
軀
を
し
て
い

る
。
頭
部
の
流
毛
・
巻
毛
と
も
に
大
き
め
で
、
尾
部
背
面
に
も
巻
毛
が
見

ら
れ
、
そ
の
上
部
は
五
本
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
や
や
装
飾
性

が
進
ん
で
い
る
が
、
全
体
の
表
現
は
温
和
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
江
戸

時
代
後
期
の
狛
犬
像
は
技
巧
性
が
進
ん
で
強
い
装
飾
性
が
見
ら
れ
、
唐
獅

子
と
呼
ば
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
の
に
対
し
、
こ
の
狛
犬
像
は
、
古
式
を

伝
え
た
作
例
と
い
え
る
。

　

こ
の
狛
犬
は
、
屋
外
に
安
置
さ
れ
る
も
の
で
は
、
上
高
井
戸
天
神
社

の
狛
犬
と
並
ん
で
区
内
で
最
も
古
く
、
近
世
中
期
の
狛
犬
の
特
色
を
示

す
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
期
の
こ
の
地
域
の
文
化
・

社
会
組
織
な
ど
を
物
語
る
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。


